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要 旨 1996年以降当科では. ペルテス病に対する保存的治療として 8 歳未満の発症例に対し，

入院免荷を行わず外転荷 量装異にて外来で治療してきた。 今回， その治療成績を調査し 本法の有

用性および問題点について検討した. 対象は， 4年以上経過観察された9 例10般{男児8 例. 女児1

例)とした最終調査時X線像では， Stulberg評価のc1ass 1 がl般， IIが3 股， 111が5般， IVがl

股であった. c1ass 1， IIは40%のみであり， 決して満足のいく治療成績ではなかった. また， 6歳

未満の低年鈴発症例においても， 壊死事E闘が比較的広範囲に及ぶ症例では十分な治療効果はみられ

なかったー これらより， 本法の適応は低年齢発症かつ発症早期であり， 綾死範簡の狭い症例のみに

限られるべきで， それ以外の症例に対しては他の治療法を考慮する必要がある.

はじめに

ペルテス病の治療 は ， 股 関節の変形発生の予防

と 治 療 期間の短縮を目的に歴史的に様々な方法が

試みられてきたが ，現在では conta in men tの観念

による治療 が主流剖となって いる 当科にお い て

は， ペルテス病の保存的治療 として以前は免荷装

具療法を施行していたが ， 1996年以降は8歳未満

の発症 例 に対し， 入院免荷を行わず外転荷重装具

にて外来で治療してきた. 今回， 本法の治療 成績

を調査し， その有用性および問題点について検討

したので報告する.

対象および方法

1996年以降当科にて， 入院免荷を行わず外来に

てAtlan ta brace 8】による外転荷重装具で保存的

に治療され，4年以上経過観察さ れた9 例 1 0 股 を

対象 とし た性別 は 男児8例， 女児1例であり，

片側例 は8例(右側 3股 ，左側 5 股 )，両側 例 は 1 例

であった 縫定発症時年齢は平均5歳2か月(2歳

10か月.......7歳11 か月) ， 装具装着 期間 は平均l年

6か月(9か月.......2年1か月) ，追跡調査期聞 は平均

5年2か月(4年1か月.......6年 9か月上最終調査時

年 齢 は平均10歳4か月(8歳5か月 .......11歳 1 0か

月)であった.

各症 例の重症度を 検討 す る た め に， 治療経過中

の股 関節X線像から， 初診時病期， Catte rall 分

類1)， la te ral pil la r分類別， pos te rior  pillar分類叫

およびhead-a t-risk sign りの有無につい て調査し

た総合成績は最終調査時 のX線像 にてS tulberg

評価剖に従って検討した また，発症時年齢別の成

績につい て も 検討 を 加え た .

Key words: Legg CaJv邑Perthes' disease (ペルテス病)， weight bearing abduction brace (外転荷重装具)， conserva. 

tive treatment (保存的療法)
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表1. Catterall分類とStulberg評価

Stulberg 

1I III IV V 

Catterall 
11 I 
111 3 4 

I\' 2 

total 3 5 。 10 

表3. Posterior pillar分類とStulberg評価

Stulberg 

11 111 I\' V total 

Posterior 
A 1 2 

B 2 2 
piUar 

4 

C 2 3 

年齢

total 

表 5 推定発症 年飴とStu lberg評価

Stulberg 

11 111 lV V total 

-5y 1 2 3 l 7 
6-7y 1 2 3 

1 3 5 。 10 

結 果

Catterall 分類のgrol1p II がl股.IIIが7股.IV

が2股であった. Lateral pillar分類のtype8が

6股.Cが3股. posterior pillar分類のtypeAが

2股.8が4股.Cが3股であった. 最終調査 時 の

X線像 では.Stl1lberg評価のclass 1がl股I II 

が3股. IIIが5股. IVが1股であり. class 1 ， II 

を成績良好例とすると40 %がこれに 含 まれた.

Catterall分類と Stulberg評価と の 関 係を示

す Catterall分類の grol1pIVでは2股と も に成

績不良であったgroupIIIでは7股中4股がStl1l

berg評価の c1ass IIIであった(表1).

Lateral pillar分類とStuIberg評価との関係を

示す， 外側 の 骨端圧演が広いほど予後が悪い傾向

に あった(表2). 

Posterior pillar分類とStulberg評価と の関係

を示す後方の 骨端圧演が広いほど予後が悪い傾

向 に あった(表3)ー

Head-at-risk s国1の 項目数とStulberg評価
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表2. Laleral pillar分類とStulberg評価

Stulberg 

11 III lV V total 

Lateral 
A 。

pillar 
B 3 3 6 

C 2 3 

表4. Head at-risk signとStulberg評価

Stulberg 

I 1 1  Iß IV V total 

。 2 4 

Head- 2 2 

at risk 2 3 1 4 

3 。

total 1 3 5 1 。 10 

表6. 初診時病期とStulberg評価

Stulberg 

II Jll IV V total 

滑膜炎期

病期
硬化期 2 3 5 

吸収期 2 3 

修復期 1 

total 3 5 1 。

と の関係を示す. Head-at risk signの項目陽性

数は. Gage's sign 1例. lateral calcification 1 

例. diffuse metaphyseal change 4例. sl1bluxa・

tion 3例. horizontal growth plate 1例であった.

Head-at-risk signがO また は1個のものは6股

中4股が成績良好であったのに対し2個以上の

ものは4股全例が成績不良であった(表4).

発症時年齢と Stl1lberg評価と の関係を示すマ発

症時年命令が6歳未満では7股中4股が ，6歳以上

では3股中2股が成績不良であった(表5). 

初診時病期とStulberg評価との関 係を示す.初

診時病期が早いほど成績良好である傾向がみられ

た(表6 ). 

症例供覧

症例1 :右ぺルテス病. 推定発症時年齢4歳6

か月の男児4歳6か月初診時病期 は吸収期で

あったCatterall分類 は grol1pIII. Head-at-risk 

signは認めなかった. Atlanta brace にて10か月

の外転荷重装具療法を受りた. 8歳8か月最終調



4ii16か月(初診跨) 5縁4か月(差是具除去時) Bi歳Bか月(.銭関査時)

図1. 症例1:右ペルテス病， 男児

7歳5カ、月(初診時) 9.Cl11 ;か月(差是具除去時) 11篇11;か月(銀総調査時)

図2 症例2 :左ぺJレテス病， 男児

査時には Stlllberg評価は c1ass IIIであり， 今後厳

重な経過観察が必要と思われる(幽1).

症例2 :左ぺルテス病. 縫定発症時年齢7歳4

か月の男児. 7歳5か月初診時病期は硬化期で

あったCatterall分類は grollp 1 lI. Head at risk 

signは認めなかった. Atlanta braceにて19か月

の外転荷重装具療法を受けた. 11歳11か月録終

調査時にはSt1l1berg評価はc1ass 11であり， 良好

な成績をえている(幽2).

考察

ペルテス病の治療の目的 は関節変形を最小限に

とどめて変形性関節症への進行を軽減す ることで

あり， 歴史的に様々な方法が献みられてきた. 以

前li)J学的に脆弱な峻fE骨肉浄免何Fることが約

療の主流であった. 当科では1967年よりSnyder

sling')により， また1982年より関節内免荷装具で

あるPogo sti ck討にて治療してきたが， 高木ら'0)

が報告したように 満足のいく治療成績がえられな

かった. 現在では. containment療法が 主流酎に

なってきており， 当科でも 1996年より. 8歳以下

の低年齢発症例を中心にAtlanta braceによる外

転荷量装具にて治療してきた.

Atlanta braceを用いた外転荷重装具療法の治

療 成 績 と し て. Martinezら叫は34股中14股

(41%)が. Meehanらηは34 股 中 3股(9%)が.

亀ヶ谷ら町立48股中24股(50%)がStulberg評価

のclass 1. IIであったと報告している.今回の結

果は 10般中4股(40%)のみが成績良好例であり，

これまでの報告と同様. 決して満足のいく治療成

績ではなかった.

Martinezら町立. Catterall 分額の group IIIお
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表7. 6歳未満の低年舗告発症の予後不良例

発症年画書 初診島幸病期 Catterall Lateral pillar Posterior pillar Stulberg 

2y 10 m 吸収期 lV 
4 y 1 m 硬化期 m 
4 y 6m 吸収期 111 
5 y8m 修復期 lV 

よぴlV等の署捜死範囲の広い症例においては. 外転

荷量装具では対応しきれず適応外であるとした

また Meehanら7)も， 同装具の治療効果には疑問

があり， それ以前に報告された他の治療法と比較

し何ら利点はなかったと報告している.当科では，

従来のSnyder slingやPogo stick による免荷療

法からAtlanta braceによる外転荷量療法に変更

したが. 以前の成績を上回る治療効果がえられて

いないことが判明した.

Atlanta braceは， 膝関節および足関節が自由

であり. 装具が軽量で脱着が容易であるなど， 患

児の ADLに対する支障が少ないという利点があ

り， 限られた症例に関しては有用な治療法と思わ

れる. しかしながら， 毎日装着しているか， 装具

療法の意義が十分に理解できた上で装着できてい

るか， 態、保l股関節の外転位が常にえられているか

が不明であるなどの欠点もあり， 十分な c ontain

mentが常にえられた状態になっているかは疑問

の残るところである.今回の検討では，6歳未満の

低年信告発症例においても成績良好例は7股中3股

(43%)であった . 嬢死範囲との関連では， Catter. 

all分類の group1lI お よびlVで は9股中2股

(22% )の みが， lateral pillar分類のtype Bおよ

びCでは 9股中3股(33%)のみが， posterior pil

lar分類の type Bお よびC で は7股中2股

(33%)のみが成績良好であった. また， たとえ発

症年齢が6歳未満であっ ても， 療死範囲が比側旬

広範囲に及ぶ症例に対しては十分な治療効果はみ

られなかった(表7). これらより，本法の適応は低

年齢発症かつ発症早期であり， 寝死範囲の狭い症

例のみに限られるべきで， それ以外の症例に対し

ては{也の治療法を考慮する必要がある.

結 語

1 )入院免荷を行わず外来で外転荷重装具にて
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治療され， 4年以上経過観察しえたぺルテス病9

例10股について検討した .

2 )最終調査時 10股中4股がStulberg評価の

class 1 ， 11であり， 決して満足の�lく成績ではな

かった.

3)本法の適応は低年齢発症かつ発症早期であ

り， 療死範囲の狭い症例のみに限られるべきで.

それ以外の症例に対しては他の治療法を考慮する

必要がある.
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lAbstr，αctl 
The Atlanta Brace in the Treatment of Legg Calvé Perthes' Disease 

Hiroaki Kadota， M. D.， et ai. 

Science of Functional Recovery and Reconstruction. 

Okayama University Graduate School of Medicine and Oentistry 

The study is a retrospective review of 9 patients (involving 10 hips) with Legg Cal吋
Perthes'disease who were treated with the abduction weight bearing Atlanta ßrace， at our 
hospital since 1996. They were � 8 years old at onset and had no previous experience of  
traction or  non weight bearing in hospital. Here we report the results from using the Atlanta 
ßrace in the treatment of Le舘Calv邑Perthes'disease. At the most recent follow up examina 
tion， only 4 of the 10 hips were classified as Stulberg 1 or II. As in previous reports. the results 
were not satisfactory. The results from using this Atlanta ßrace for a severely affected hip 
were not satisfactory even when the patient was云6 years old at the onset of symptoms. The 
use of Atlanta ßrace should be limited in Le回Calv岳Perthes'disease to younger patients. to 
s∞n after the onset of symptoms. and to those with only a small area of necrosis. 
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